






研究目的及び研究方法 

 母子相互作用を考える上で乳児の気質的特徴は重要な役割を果すと考えられる。我々は

乳児の気質の他覚的評価法を標準化し,乳児の発達の理解を深めると共に,乳児健診などで

本法を利用し,母子相互作用の円滑発展に役立てることを目的として本研究を行なった。 

 我々は Carey の Infant Temperament Questionnaire.を参考にして 1-2 か月児用行動様

式質問紙を作成し,前回に引き続き各カテゴリースコアーの標準値を求めるため,新生児の

データ 50 項目と質問結果をコンピュータに入れ,いくつかの条件による新生児の気質の違

いを比較検討した。 


